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令
和
４
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
６
日
か
ら
23
日
ま
で
の
18
日
間

に
わ
た
っ
て
開
か
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
お
よ
び
原

油
価
格
・
物
価
高
騰
対
策
に
要
す
る
経
費
の
ほ
か
、
光
熱
費
の
増
加
見

込
み
に
伴
う
所
要
額
お
よ
び
職
員
の
給
与
改
定
等
に
要
す
る
経
費
を
含

む
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
議
案
30
件
を
議
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
の
取
り
扱
い
と
な
っ
て
い
た
令
和
３
年

度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
お
よ
び
企
業
会
計
の
決
算
関
係
議
案
15
件
を

議
決
し
ま
し
た
。

▼
令
和
４
年
度
鹿
児
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

◎
主
な
内
容

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
物
価
高
騰
対
策
支
援
事
業

▼
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
関
す
る
件
（
７
件
）

《
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
15
施
設
》

・
東
部
親
子
つ
ど
い
の
広
場
、
南
部
親
子
つ
ど
い
の
広
場
、
マ
リ
ン
ピ
ア
喜

入
、
吉
田
文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
、
吉
田
多
目
的
屋
内
運
動
場
、
吉
田
運
動

場
、
桜
島
総
合
体
育
館
、
桜
島
溶
岩
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
桜
島
多
目
的
広
場
、

松
元
平
野
岡
体
育
館
、
茶
山
ド
ー
ム
ま
つ
も
と
、
松
元
平
野
岡
運
動
場
、

松
元
せ
せ
ら
ぎ
広
場
、
喜
入
総
合
体
育
館
、
喜
入
総
合
運
動
場

▼
鹿
児
島
市
公
民
館
条
例
及
び
鹿
児
島
ア
リ
ー
ナ
条
例
一
部
改
正
の
件

・
新
た
な
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
伴
い
、
施
設
使
用
料
の
納
付

方
法
を
改
め
る
も
の

▼
鹿
児
島
市
観
光
農
業
公
園
条
例
一
部
改
正
の
件

・
新
た
に
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
を
設
け
、
そ
の
使
用
料
等
を
定
め
る
と
と
も

に
、
常
設
テ
ン
ト
サ
イ
ト
の
供
用
期
間
等
を
見
直
す
も
の

▼
鹿
児
島
市
営
住
宅
条
例
一
部
改
正
の
件

・
玉
里
団
地
住
宅
42
戸
が
し
ゅ
ん
工
す
る
の
で
こ
れ
を
市
営
住
宅
と
し
て
設

置
す
る
と
と
も
に
、
武
岡
住
宅
を
建
て
替
え
る
た
め
同
住
宅
50
戸
を
廃
止

す
る
も
の

▼
鹿
児
島
市
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
制
定
の
件

・
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る

も
の

▼
令
和
４
年
度
鹿
児
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

・
出
産
・
子
育
て
応
援
事
業

【
議
決
さ
れ
た
主
な
議
案
の
要
旨
】
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〇市議会だよりに関する市民の皆さまの
ご意見を募集します。

〇パソコン、スマートフォン等の方は、
市議会ホームページか右記の
送信フォーム（二次元コード）、
メール（seimuchousa@city.
kagoshima.lg.jp）でお寄せ
ください。

〇郵送の方は、〒892-8677 山下町11-1
政務調査課宛にお寄せください。
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「
本
市
が
自
衛
隊
募
集
の
た
め

に
、
若
者
の
名
簿
提
供
を
紙
媒
体
で
行

う
こ
と
を
個
人
情
報
保
護
審
議
会
に
報

告
し
た
」
と
、
地
元
紙
で
報
道
さ
れ
た

が
、
自
衛
隊
へ
の
名
簿
提
供
は
ど
の
よ

う
に
検
討
し
て
決
定
し
た
の
か
。

　
ま
た
、
名
簿
提
供
す
る
方
針
の
撤
回

を
求
め
る
市
民
か
ら
の
要
請
に
市
長
は

今
後
ど
の
よ
う
に
応
え
て
い
く
の
か
。

　
　
　
自
衛
官
の
募
集
事
務
に
当
た
っ

て
、
本
市
で
は
、
自
衛
隊
法
や
国
の
通

知
な
ど
を
踏
ま
え
、
令
和
５
年
度
か
ら
、

同
年
度
に
18
歳
お
よ
び
22
歳
に
な
る
方

の
名
簿
を
提
供
す
る
こ
と
に
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
市
民
団
体
か
ら
、
自
衛
隊
へ
の
名
簿

提
供
の
方
針
に
対
し
、
撤
回
を
求
め
る

要
請
が
あ
っ
た
こ
と
は
承
知
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
市
民
の
個
人
情
報
を

適
切
に
保
護
し
て
い
く
こ
と
は
非
常
に

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
は
、
自
衛
隊
と
の
覚
書
に
基
づ

き
、
個
人
の
意
思
に
十
分
配
慮
す
る
観

点
か
ら
、
名
簿
提
供
を
希
望
し
な
い
方

を
除
外
す
る
ほ
か
、
丁
寧
な
周
知
・
広

報
に
努
め
る
な
ど
、
法
令
等
に
基
づ
き
、

適
切
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

 

　
　
　
青
少
年
国
際
交
流
オ
ン
ラ
イ
ン

体
験
事
業
の
概
要
、
目
的
、
交
流
都
市
、

参
加
人
数
、
参
加
者
の
声
、
開
催
に
当

た
っ
て
工
夫
し
た
点
と
そ
の
評
価
は
。

　
ま
た
、
同
事
業
を
継
続
す
べ
き
と
考

え
る
が
見
解
は
。

　
　
　
同
事
業
は
、
コ
ロ
ナ
下
に
お
い

て
も
青
少
年
の
国
際
的
視
野
を
広
げ
る

機
会
を
つ
く
る
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を

活
用
し
て
姉
妹
友
好
都
市
等
と
の
交
流

を
実
施
し
た
も
の
で
、
約
80
人
が
参
加

し
、
「
現
地
の
学
生
と
の
交
流
が
楽
し

か
っ
た
」
「
実
際
に
海
外
に
行
っ
て
み

た
い
」
な
ど
の
声
が
あ
っ
た
。

　
パ
ー
ス
市
、
ナ
ポ
リ
市
、
長
沙
市
、

ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
市
と
は
生
中
継
で
現

地
と
結
び
、
リ
モ
ー
ト
ツ
ア
ー
や
学
校

と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
を
行
い
、
マ
イ

ア
ミ
市
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
撮
影
し

た
動
画
を
用
い
る
こ
と
で
、
距
離
感
の

な
い
交
流
が
図
ら
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
は
、
国
際
交
流
に

有
用
な
手
法
の
一
つ
な
の
で
、
今
後
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
で
の
活
用
を
図
る
中

で
、
よ
り
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

   

　
　
　
食
品
ロ
ス
の
削
減
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
課
題
は
。

　
ま
た
本
市
で
も
実
態
調
査
に
つ
い
て
、

具
体
的
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が

見
解
は
。

　
　
　
食
品
ロ
ス
の
削
減
は
、
こ
れ
ま

で
、
「
食
べ
切
り
」
や
「
使
い
切
り
」

に
つ
い
て
、
ご
み
分
別
ア
プ
リ
の
配
信

の
ほ
か
、
ご
み
出
し
カ
レ
ン
ダ
ー
や
、

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
等
を
活
用
し
た
周
知
・
広

報
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
も
あ
り
、
生
ご
み
の
減
量
が
進

ん
で
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
実
態
調
査
に
つ
い
て
は
、
第
六
次
総

合
計
画
の
基
本
的
方
向
に
、
「
食
品
ロ

ス
の
削
減
な
ど
に
つ
い
て
市
民
・
事
業

者
へ
の
意
識
啓
発
を
図
る
」
こ
と
を
位

置
付
け
て
お
り
、
今
後
、
各
種
施
策
を

推
進
し
て
い
く
面
か
ら
も
、
他
都
市
の

状
況
も
参
考
に
し
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
に
よ
る
産
業
成
長

に
つ
な
が
る
施
策
を
進
め
る
た
め
の
組

織
を
設
置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
本
市
は
、
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基

本
計
画
や
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
等
を

踏
ま
え
、
２
０
５
０
年
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
か
ご
し
ま
」
を
実
現
す
る
た

め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促

進
等
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
る
。

　
国
は
Ｇ
Ｘ
を
新
た
に
総
合
経
済
対
策

の
一
つ
と
し
て
取
り
入
れ
、
ま
た
、
そ

の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
今
後
検
討
す
る
と

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｇ
Ｘ
に
ど
う
取

り
組
む
べ
き
か
、
他
都
市
の
事
例
等
も

含
め
、
調
査
・
研
究
す
る
よ
う
、
関
係

部
局
に
指
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

  

　
　
　
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
・
ヘ
ル
プ
カ
ー

ド
の
申
請
方
法
や
普
及
数
、
ユ
ー
ザ
ー

は
ど
の
よ
う
な
方
か
。
ま
た
、
当
事
者

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
話
し
合
い
で
の
実

態
把
握
の
現
状
は
。
さ
ら
に
、
啓
発
の

た
め
公
共
交
通
、
公
共
施
設
で
の
ア
ナ

ウ
ン
ス
や
市
役
所
本
館
横
の
大
画
面
ビ

ジ
ョ
ン
等
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
と
考

え
る
が
見
解
は
。

　
　
　
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
・
ヘ
ル
プ
カ
ー

ド
の
申
請
は
、
障
害
福
祉
課
、
保
健
支

援
課
、
各
支
所
の
福
祉
課
・
保
健
福
祉

課
の
ほ
か
、
ハ
ー
ト
ピ
ア
か
ご
し
ま
な

ど
の
窓
口
で
、
所
定
の
ア
ン
ケ
ー
ト
用

紙
を
記
入
・
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
累
計
配
布
枚
数
は
令
和
４
年
９
月

末
で
、
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
１
０
３
７
枚
、

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
１
８
１
７
枚
で
、
ユ
ー

ザ
ー
は
障
害
者
手
帳
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
日
常
生
活
や
災
害
時
に
配
慮
や

支
援
を
必
要
と
す
る
方
で
あ
り
、
配
布

時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
障
害
の
種
別
や

使
用
目
的
な
ど
当
事
者
の
実
態
把
握
に

努
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
市
交
通
局
で
は
既
に
ア
ナ
ウ

ン
ス
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
後
、
他
の

公
共
交
通
機
関
や
公
共
施
設
に
も
協
力

を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
市
役
所
の

大
画
面
ビ
ジ
ョ
ン
等
の
活
用
に
つ
い
て

も
関
係
部
局
と
協
議
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

  

　
　
　
特
別
障
害
者
手
当
を
周
知
す
る

た
め
の
令
和
３
年
４
月
以
降
の
取
り
組

み
と
、
同
手
当
の
新
規
申
請
者
に
占
め

る
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
た
な
い
方
の

推
移
は
。
ま
た
、
同
手
当
は
障
害
者
手

帳
が
な
い
方
も
申
請
で
き
る
こ
と
か
ら
、

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
や
訪
問
介
護
事

業
所
等
の
介
護
事
業
所
へ
の
さ
ら
な
る

制
度
周
知
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
見

解
は
。

　
　
　
周
知
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

要
介
護
認
定
等
結
果
通
知
書
に
同
封
す

る
関
連
事
業
一
覧
表
に
掲
載
す
る
と
と

も
に
、
介
護
支
援
専
門
員
向
け
の
研
修

会
で
制
度
の
説
明
を
行
っ
た
ほ
か
、
案

内
チ
ラ
シ
を
市
民
向
け
と
事
業
所
向
け

の
２
種
類
作
成
し
、
介
護
保
険
課
窓
口

に
設
置
し
た
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
た
。

　
令
和
２
年
度
か
ら
４
年
度
10
月
末
ま

で
の
新
規
申
請
者
の
総
数
は
、
１
０
４

人
、
１
３
９
人
、
8
0
人
で
、
う
ち
身

体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
な
い
方

は
、
６
人
、
20
人
、
15
人
で
あ
る
。

　
ま
た
、
介
護
事
業
所
に
対
し
て
は
関

係
課
と
連
携
し
、
各
事
業
所
へ
案
内
チ

ラ
シ
を
送
付
す
る
な
ど
制
度
の
周
知
に

努
め
て
い
く
。

２

答

問

問

特
別
障
害
者
手
当

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
・
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド

答

食
品
ロ
ス
の
削
減

問答

青
少
年
国
際
交
流

オ
ン
ラ
イ
ン
体
験
事
業

問答 自
衛
隊
へ
の
個
人
情
報
提
供

　第４回定例会では15人の議員が個人質疑を行いました。その中から一部を紹介し
ます。
　質疑者は次のとおりです。

（公　明　党）
（無 所 属）
（自民党市議団）
（にじとみどり）
（市 民 連 合）

議員
議員
議員
議員
議員

こじま洋子
小川みさ子
西 　 洋 介
大 園 盛 仁
伊地知紘徳

（日本共産党）
（にじとみどり）
（無 所 属）
（社 民 立 憲）
（自民党市議団）

議員
議員
議員
議員
議員

たてやま清隆
のぐち英一郎
小森こうぶん
森山きよみ
奥山よしじろう

（社 民 立 憲）
（自民党市議団）
（日本共産党）
（日本共産党）
（社 民 立 憲）

議員
議員
議員
議員
議員

まつお晴代
仮 屋 秀 一
園 山 え り
大園たつや
向江かほり

個人質疑
   　 　  から

インターネット放映
（アクセス方法）
市議会トップページ
→  インターネット議会中継録画 （掲載記事は質疑順ではありません。）

問
第
４
回
定
例
会

答

答 国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に

対
す
る
考
え
方
と
対
応

問

健
康
・
福
祉

行
政
運
営

環  
境

　
化
石
燃
料
中
心
の
経
済
・
社
会
・
産

業
構
造
を
、
二
酸
化
炭
素
等
を
排
出
し

な
い
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
中
心
に
移

行
さ
せ
、
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
全
体
を

変
革
す
る
こ
と
。

解
説
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

オンライン交流の様子

◀
ス
ー
パ
ー
等
で
食
料
品
を
手
前
か
ら
選
ぶ
　

こ
と
で
食
品
ロ
ス
を
ゼ
ロ
に
し
ま
し
ょ
う
。

◀
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
と
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド

（
裏
面
）

（
表
面
）



　
　
　
「
孫
育
て
」
の
概
要
と
、
自
治

体
の
取
り
組
み
状
況
は
。
ま
た
、
孫
の

育
児
を
理
由
と
す
る
「
イ
ク
ま
ご
休

暇
」
の
普
及
啓
発
に
対
す
る
見
解
は
。

　
　
　
「
孫
育
て
」
は
、
共
働
き
世
帯

が
増
加
す
る
な
ど
子
育
て
の
負
担
感
が

増
す
中
、
そ
の
軽
減
等
の
た
め
、
祖
父

母
が
子
育
て
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
も
の

で
あ
る
。
本
市
で
は
、
親
子
つ
ど
い
の

広
場
で
未
就
学
児
の
祖
父
母
を
対
象
に

「
孫
育
て
講
座
」
を
実
施
し
て
お
り
、

宮
城
県
や
郡
山
市
で
は
職
員
の
休
暇
制

度
を
創
設
す
る
ほ
か
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

の
作
成
や
祖
父
母
を
対
象
と
し
た
育
児

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
等
に
取
り
組
む
自
治

体
も
あ
る
。

　
ま
た
、
「
イ
ク
ま
ご
休
暇
」
は
、
仕

事
と
子
育
て
の
両
立
に
つ
な
が
る
取
り

組
み
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
、
イ
ク
ボ
ス
推
進
同
盟
の
加
盟
企
業

等
へ
の
普
及
啓
発
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

  

　
　
　
第
二
期
鹿
児
島
市
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
中
間
見
直
し
で
、

定
員
の
増
員
を
求
め
な
い
認
定
こ
ど
も

園
へ
の
移
行
や
小
規
模
保
育
の
導
入
な

ど
大
き
な
政
策
転
換
の
理
由
は
。

　
　
　
待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
て
は
、

こ
れ
ま
で
既
存
施
設
を
活
用
し
た
受
け

皿
の
確
保
を
図
っ
て
き
た
が
、
同
計
画

に
掲
げ
た
目
標
数
ど
お
り
確
保
で
き
て

い
な
い
こ
と
に
加
え
、
令
和
４
年
４
月

の
待
機
児
童
数
が
市
区
町
村
別
で
全
国

ワ
ー
ス
ト
に
な
っ
た
こ
と
等
を
踏
ま
え
、

同
計
画
の
中
間
見
直
し
を
行
う
中
で
、

保
育
需
要
の
見
込
み
と
受
け
皿
の
必
要

数
を
精
査
し
、
待
機
児
童
が
多
い
低
年

齢
児
の
受
け
皿
と
し
て
６
年
度
ま
で
に

新
た
に
８
４
０
人
分
の
確
保
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
、
そ
の
手
法
と
し
て
認
定

こ
ど
も
園
や
認
可
保
育
所
で
の
確
保
の

ほ
か
、
小
規
模
保
育
事
業
Ａ
型
の
導
入

を
検
討
し
た
。

　
ま
た
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

へ
の
移
行
は
、
利
用
者
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
た
。

 

　
　
　
出
産
・
子
育
て
応
援
事
業
の
目

的
と
内
容
は
。

　
　
　
同
事
業
で
は
、
全
て
の
妊
婦
・

子
育
て
家
庭
が
安
心
し
て
出
産
・
子
育

て
が
で
き
る
よ
う
、
妊
娠
期
か
ら
出

産
・
子
育
て
期
ま
で
一
貫
し
て
身
近
で

相
談
に
応
じ
、
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に

即
し
て
必
要
な
支
援
に
つ
な
ぐ
伴
走
型

相
談
支
援
の
充
実
と
、
出
産
・
子
育
て

応
援
金
給
付
に
よ
る
経
済
的
支
援
を
一

体
的
に
実
施
す
る
。

　
伴
走
型
相
談
支
援
は
、
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
・
助
産

師
等
の
専
門
職
が
、
妊
婦
と
産
婦
を
対

象
に
妊
娠
届
け
出
時
、
妊
娠
８
カ
月
前

後
、
出
生
届
か
ら
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問

ま
で
の
間
の
３
回
面
談
を
実
施
し
、
ア

ン
ケ
ー
ト
の
回
答
や
子
育
て
ガ
イ
ド
を

一
緒
に
確
認
し
な
が
ら
出
産
・
育
児
等

の
見
通
し
を
立
て
る
と
と
と
も
に
、
情

報
提
供
や
相
談
等
を
通
じ
、
必
要
な
支

援
に
つ
な
ぐ
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
出
産
応
援
金
は
令
和
４
年
４
月
１
日

か
ら
５
年
３
月
31
日
ま
で
に
妊
娠
届
け

出
を
し
た
妊
婦
ま
た
は
、
同
期
間
内
に

出
産
さ
れ
た
方
が
対
象
で
、
妊
婦
一
人

当
た
り
５
万
円
、
子
育
て
応
援
金
は
同

期
間
内
に
出
生
し
た
子
ど
も
を
養
育
す

る
方
が
対
象
で
、
新
生
児
一
人
当
た
り

５
万
円
を
給
付
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

  

　
　
　
鹿
児
島
県
議
会
に
さ
ま
ざ
ま
な

団
体
等
か
ら
多
数
提
出
さ
れ
て
い
る
県

の
新
総
合
体
育
館
を
ド
ル
フ
ィ
ン
ポ
ー

ト
跡
地
等
へ
早
期
に
整
備
す
る
よ
う
求

め
る
陳
情
に
対
す
る
市
長
の
考
え
と
、

市
の
サ
ッ
カ
ー
等
ス
タ
ジ
ア
ム
と
県
の

ス
ポ
ー
ツ
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
の
２
つ
の
施
設
が
並
立
す
る
こ
と
が

今
後
の
50
年
間
を
構
想
し
て
最
善
と
考

え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
本
港
区
エ
リ
ア
に
は
、
ま
ち
の

新
た
な
に
ぎ
わ
い
の
創
出
や
経
済
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
施
設
の
早
期
実
現
に

大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
受

け
止
め
て
い
る
。

　
同
ス
タ
ジ
ア
ム
は
、
中
心
市
街
地
に

お
け
る
回
遊
性
、
集
客
性
が
期
待
で
き

経
済
波
及
効
果
を
も
た
ら
す
施
設
で
あ

る
と
い
う
点
で
県
の
同
セ
ン
タ
ー
と
目

指
す
方
向
性
は
同
じ
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
施
設
の
特
徴
を
生
か
す
こ
と
で
相

互
利
用
が
進
む
な
ど
の
相
乗
効
果
が
期

待
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

  

　
　
　
平
川
動
物
公
園
と
か
ご
し
ま
水

族
館
の
今
後
の
在
り
方
と
本
市
の
将
来

に
つ
い
て
の
市
長
の
見
解
は
。
ま
た
、

稼
げ
る
観
光
の
一
つ
と
し
て
両
施
設
を

ど
う
位
置
付
け
て
い
る
の
か
。

　
　
　
観
光
を
経
済
政
策
と
位
置
付
け
、

人
口
減
少
に
よ
る
個
人
消
費
の
減
少
分

を
上
回
る
観
光
消
費
額
を
観
光
で
生
み

出
し
、
本
市
経
済
の
活
性
化
、
所
得
・

雇
用
増
を
図
る
こ
と
で
市
民
一
人
一
人

の
幸
せ
に
寄
与
す
る
稼
ぐ
観
光
を
実
現

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
平
川

動
物
公
園
や
か
ご
し
ま
水
族
館
は
、
本

市
を
代
表
す
る
観
光
施
設
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
市
民
を
は
じ
め
、
こ
れ
か
ら
増

加
す
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
む
多
く
の

観
光
客
に
訪
れ
て
も
ら
い
、
動
物
や
水

族
の
あ
り
の
ま
ま
の
生
態
に
触
れ
、
多

彩
な
魅
力
に
感
動
す
る
体
験
を
し
て
も

ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
一
方
で
、
動
物
や
水
族
を
取
り
巻
く

環
境
や
飼
育
・
展
示
の
在
り
方
等
が
大

き
く
変
化
し
て
い
く
状
況
も
あ
る
た
め
、

両
施
設
の
魅
力
が
さ
ら
に
向
上
す
る
よ

う
、
ま
た
、
鹿
児
島
な
ら
で
は
の
施
設

と
な
る
よ
う
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

   

　
　
　
既
存
集
落
活
性
化
住
宅
建
設
事

業
の
目
的
と
現
状
は
。
ま
た
、
同
住
宅

に
空
き
家
が
増
え
る
要
因
と
空
き
家
解

消
に
向
け
た
取
り
組
み
、
課
題
は
。

　
　
　
同
事
業
は
、
小
学
校
周
辺
に
住

宅
を
建
設
し
、
人
口
減
少
や
地
域
の
活

力
が
低
下
し
て
い
る
集
落
の
機
能
維
持

の
一
助
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
が
、
平
成
29
年
度
に
改
定
し
た
公
営

住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
で
、
市
営
住
宅

を
持
続
的
に
運
営
す
る
た
め
に
、
新
た

な
建
設
は
行
わ
な
い
こ
と
と
し
た
こ
と

か
ら
、
既
に
計
画
中
で
あ
っ
た
平
川
地

区
で
事
業
を
終
了
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

　
空
き
家
の
要
因
は
、
住
宅
の
立
地
場

所
や
定
期
借
家
制
度
等
が
考
え
ら
れ
る

が
、
令
和
４
年
４
月
に
、
入
居
の
促
進

を
図
る
た
め
、
入
居
者
の
意
向
を
踏
ま

え
、
高
校
進
学
等
に
合
わ
せ
、
他
の
市

営
住
宅
に
住
み
替
え
が
で
き
る
よ
う
に

見
直
し
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
面
は
、

入
居
率
の
動
向
等
を
確
認
し
な
が
ら
、

そ
の
効
果
等
を
整
理
、
検
証
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

   　
　
　
起
立
性
調
節
障
害
の
概
要
と
、

保
護
者
等
へ
の
周
知
の
必
要
性
は
。
ま

た
、
同
障
害
等
の
病
気
に
よ
り
登
校
で

き
な
い
児
童
生
徒
が
再
登
校
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

　
　
　
起
立
性
調
節
障
害
は
、
日
本
学

校
保
健
会
が
作
成
し
た
手
引
き
に
よ
る

と
、
立
ち
く
ら
み
、
失
神
、
朝
起
き
不

良
、
倦
怠
感
、
頭
痛
な
ど
の
症
状
を
伴

い
、
思
春
期
の
児
童
生
徒
に
多
く
見
ら

れ
る
自
律
神
経
機
能
不
全
の
一
つ
と
さ

れ
て
い
る
。
子
ど
も
が
学
校
に
登
校
で

き
な
い
理
由
が
分
か
ら
ず
悩
ん
で
い
る

保
護
者
等
が
悩
み
な
ど
を
抱
え
込
ま
な

い
た
め
に
も
、
同
障
害
を
は
じ
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
要
因
へ
の
理
解
が
深
ま
る
よ

う
、
機
会
を
捉
え
て
周
知
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
不
登
校
は
、
病
気
を
は
じ
め
多
様
な

要
因
や
背
景
に
よ
り
、
結
果
と
し
て
不

登
校
状
態
に
な
っ
て
お
り
、
個
人
に
問

題
が
あ
る
と
い
う
根
強
い
偏
見
を
払
拭

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今

後
、
学
校
に
お
い
て
は
、
教
職
員
は
も

と
よ
り
、
周
囲
の
児
童
生
徒
等
に
対
し

て
、
同
障
害
等
の
症
状
へ
の
配
慮
や
関

わ
り
方
等
の
理
解
を
進
め
る
と
と
も
に
、

児
童
生
徒
が
登
校
し
た
際
、
温
か
い
雰

囲
気
で
迎
え
入
れ
ら
れ
る
よ
う
指
導
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

３

問答 答

問問 答 「
孫
育
て
」
の
推
奨

第
二
期
鹿
児
島
市
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
中
間
見
直
し

出
産
・
子
育
て
応
援
事
業

問答 ド
ル
フ
ィ
ン
ポ
ー
ト
跡
地
へ
の

２
つ
の
施
設
計
画

問答 平
川
動
物
公
園
と
か
ご
し
ま

水
族
館
の
今
後
の
在
り
方

問答 既
存
集
落
活
性
化
住
宅
の

現
状
と
課
題

問答 起
立
性
調
節
障
害
等
の
病
気
に
よ
り

登
校
で
き
な
い
児
童
生
徒
へ
の
支
援

子
育
て

　
平
成
27
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
の
中
で
、
市

町
村
の
認
可
事
業
と
し
て
新
た
に
作
ら

れ
た
事
業
。
０
〜
２
歳
児
を
対
象
と
し

た
定
員
６
〜
19
人
の
施
設
で
、
Ａ
・

Ｂ
・
Ｃ
の
類
型
が
あ
り
、
保
育
従
事
者

の
う
ち
、
有
資
格
者
の
割
合
等
が
類
型

ご
と
に
異
な
る
。
Ａ
型
は
保
育
従
事
者

全
員
が
保
育
士
資
格
を
有
す
る
必
要
が

あ
る
。

解
説
小
規
模
保
育
事
業

観
光
・
ス
ポ
ー
ツ

ま
ち
づ
く
り

教  

育

候補地の一つ、ドルフィンポート跡地等の
サッカー等スタジアム外観イメージ

令和５年の干支のウサギ
（平川動物公園のカイウサギ）

犬迫町の既存集落活性化住宅

孫と遊ぶ祖父母



　
　
　
運
動
部
活
動
の
地
域
移
行
の
意

義
と
教
育
委
員
会
が
認
識
し
て
い
る
課

題
、
こ
れ
ま
で
の
対
応
は
。
ま
た
、
国

が
示
し
た
検
討
会
議
提
言
の
中
に
地
域

移
行
に
向
け
て
目
指
す
姿
が
示
さ
れ
て

い
る
が
、
本
市
と
し
て
の
考
え
方
は
。

　
　
　
地
域
移
行
に
よ
っ
て
、
生
徒
が

ス
ポ
ー
ツ
に
継
続
し
て
親
し
む
機
会
を

確
保
で
き
る
こ
と
や
、
学
校
に
お
け
る

教
員
の
働
き
方
改
革
を
推
進
で
き
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
本
市
で
は
約
１
万

人
の
生
徒
が
部
活
動
に
参
加
し
て
い
る

こ
と
や
、
学
校
の
規
模
に
よ
っ
て
も
状

況
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
か
ら
、
指
導

者
の
確
保
や
受
け
皿
と
な
る
運
営
団
体
、

会
費
の
在
り
方
等
に
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
、

部
活
動
が
好
ま
し
い
人
間
関
係
の
構
築

や
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
こ
と
な
ど
、

学
校
教
育
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
た
面
を
今
後
も
維
持
で
き
る
よ
う
、

モ
デ
ル
事
業
等
に
つ
い
て
検
討
委
員
会

で
協
議
し
て
き
た
。

　
ま
た
、
国
の
提
言
に
つ
い
て
は
、
本

市
と
し
て
も
、
ス
ポ
ー
ツ
に
継
続
し
て

親
し
む
こ
と
が
で
き
る
機
会
の
確
保
や

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
推
進
を

目
指
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で

果
た
し
て
き
た
部
活
動
で
の
人
間
形
成

の
重
要
性
を
踏
ま
え
、
前
向
き
に
対
応

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

　
　
　
桜
島
地
区
を
除
く
そ
の
他
の
学

校
規
模
適
正
化
を
検
討
す
る
地
域
の
状

況
と
今
後
の
対
応
は
。
ま
た
、
学
校
規

模
適
正
化
・
適
正
配
置
に
関
す
る
基
本

方
針
は
一
定
の
目
標
や
時
間
的
な
見
通

し
な
ど
を
持
つ
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
桜
島
地
区
を
除
く
そ
の
他
の
適

正
化
を
検
討
す
る
地
域
は
、
現
時
点
で

具
体
的
な
動
き
は
な
い
が
、
将
来
の
児

童
生
徒
数
の
推
移
を
見
据
え
る
中
で
よ

り
よ
い
教
育
環
境
を
整
備
、
充
実
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
保

護
者
や
地
域
の
方
々
に
学
校
規
模
適
正

化
の
必
要
性
を
説
明
す
る
場
を
設
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
同
基
本
方
針
は
、
適
正
化
等
に
関
す

る
基
本
的
な
考
え
方
や
方
向
性
を
示
し

た
も
の
で
具
体
的
な
検
討
を
す
る
際
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
の
役
割
を
有
し

て
お
り
現
時
点
で
は
期
限
等
は
定
め
て

い
な
い
が
、
桜
島
の
事
例
等
を
踏
ま
え
、

必
要
性
を
説
明
す
る
中
で
機
運
が
高
ま

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

   

問
　
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律

施
行
条
例
制
定
の
概
要
は
。

答
　
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る
た

め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

に
よ
り
、
個
人
情
報
保
護
制
度
に
つ
い

て
、
令
和
４
年
度
に
国
と
民
間
の
運
用

が
統
一
さ
れ
る
と
と
も
に
、
５
年
度
か

ら
地
方
公
共
団
体
に
つ
い
て
も
個
人
情

報
保
護
法
が
直
接
適
用
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
、
今
後
、
個
人
情
報
の
取
り
扱
い

が
全
国
的
な
共
通
ル
ー
ル
に
基
づ
く
こ

と
に
な
り
、
現
行
の
個
人
情
報
保
護
条

例
の
大
部
分
が
不
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、

現
行
条
例
を
廃
止
し
、
新
た
に
法
の
委

任
等
を
受
け
た
規
定
等
を
法
施
行
条
例

と
し
て
定
め
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

要
配
慮
個
人
情
報
の
収
集
禁
止
と
電
子

計
算
機
の
結
合
の
制
限
の
２
つ
の
規
定

は
法
に
規
定
が
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、

法
の
趣
旨
と
し
て
は
、
他
の
規
定
を
適

正
に
運
用
す
る
こ
と
で
、
必
要
な
保
護

は
図
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

問
　
現
行
条
例
に
規
定
し
て
い
た
要
配

慮
個
人
情
報
の
収
集
禁
止
と
電
子
計
算

機
の
結
合
の
制
限
に
つ
い
て
は
、
取
り

扱
い
が
後
退
す
る
懸
念
が
あ
る
こ
と
へ

の
見
解
は
。

答
　
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
と
、

２
つ
の
規
定
は
条
例
に
明
記
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

本
市
と
し
て
は
、
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え

つ
つ
、
さ
ら
に
適
正
な
運
用
を
担
保
す

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
要
配
慮

個
人
情
報
の
収
集
状
況
に
加
え
、
本
市

以
外
の
電
子
計
算
機
と
の
結
合
に
該
当

す
る
運
用
が
生
じ
た
場
合
は
、
個
人
情

報
保
護
審
議
会
に
報
告
し
、
意
見
を
聴

取
す
る
機
会
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
運
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
同
審
議

会
に
係
る
規
則
等
へ
の
明
記
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

問
　
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
関
し
て
、
喜
入
総
合
体
育
館
な
ど
４

件
12
施
設
の
指
定
管
理
者
は
、
公
募
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
応
募
団
体
が
そ

れ
ぞ
れ
１
団
体
し
か
な
か
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
の
認
識
は
。

答
　
こ
れ
ま
で
の
応
募
状
況
を
踏
ま
え

る
と
、
競
争
性
が
発
揮
さ
れ
て
い
な
い

と
認
識
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
今
回
の

募
集
に
当
た
っ
て
は
、
よ
り
多
く
の
団

体
に
公
募
に
応
じ
て
も
ら
う
た
め
、
施

設
の
現
況
を
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

十
分
に
時
間
を
か
け
て
現
場
説
明
会
を

行
っ
た
も
の
の
、
応
募
は
そ
れ
ぞ
れ
１

団
体
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

課
題
と
し
て
受
け
止
め
て
お
り
、
今
後
、

改
善
に
向
け
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
指
定
管
理
者
制
度
は
、
指
定
期
間

の
見
直
し
も
含
め
、
本
市
議
会
に
お
い

て
も
さ
ま
ざ
ま
な
論
議
が
交
わ
さ
れ
て

き
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
選
定
状
況
を
見

る
と
、
契
約
の
相
手
方
が
固
定
化
し
つ

つ
あ
り
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
と
い
う

同
制
度
の
導
入
効
果
が
十
分
に
発
揮
さ

れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
指
定
期
間
の
短
縮
な

ど
、
制
度
の
改
善
に
向
け
て
取
り
組
む

べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

答
　
指
定
期
間
の
設
定
は
、
団
体
の
人

材
育
成
と
雇
用
の
安
定
確
保
の
観
点
か

ら
十
分
配
慮
す
る
必
要
は
あ
る
と
考
え

て
い
る
が
、
同
制
度
導
入
の
目
的
を
達

成
す
る
た
め
に
は
、
一
定
の
競
争
性
が

担
保
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
全
庁
的
に
協
議
し
、
改

善
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

 

問
　
教
育
委
員
会
は
、
電
気
使
用
料
の

増
額
等
に
対
応
す
る
た
め
、
指
定
管
理

施
設
で
あ
る
西
郷
南
洲
顕
彰
館
な
ど
４

施
設
の
委
託
料
を
増
額
補
正
し
て
い
る

が
、
今
回
、
本
市
が
指
定
管
理
施
設
の

光
熱
費
等
の
増
額
分
を
負
担
す
る
こ
と

に
な
っ
た
理
由
は
。

答
　
こ
の
た
び
の
原
油
価
格
、
物
価
高

騰
に
伴
う
指
定
管
理
施
設
の
光
熱
費
の

増
額
は
、
指
定
管
理
者
と
協
議
し
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
こ
れ
ま
で
現
計
の

委
託
料
の
中
で
対
応
し
て
き
た
が
、
光

熱
費
等
の
高
騰
の
長
期
化
に
よ
り
、
指

定
管
理
者
に
お
い
て
対
応
す
る
こ
と
が

困
難
な
状
況
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
指
定
管
理
者
の
責
め
に
帰
さ
な
い

要
因
の
負
担
を
こ
れ
以
上
負
わ
す
こ
と

は
適
当
で
は
な
い
と
考
え
た
こ
と
か

ら
、
指
定
管
理
者
と
協
議
を
行
い
、
本

市
が
増
額
分
を
負
担
す
る
こ
と
と
し
た

も
の
で
あ
る
。

問
　
今
回
の
光
熱
費
の
増
額
に
伴
う
負

担
に
つ
い
て
は
、
市
が
負
担
す
る
場
合

の
具
体
的
な
基
準
が
な
い
中
で
、
指
定

管
理
者
と
協
議
を
行
っ
て
い
る
が
、
来

年
度
以
降
も
光
熱
費
等
の
高
騰
に
よ
り
、

管
理
運
営
費
の
上
昇
が
想
定
さ
れ
る
こ

と
を
踏
ま
え
る
と
、
指
定
管
理
者
と
の

協
議
に
当
た
り
、
一
定
の
考
え
方
を
整

理
し
て
お
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え

る
が
、
見
解
は
。

答
　
光
熱
費
の
増
額
に
伴
う
負
担
に
つ

い
て
は
、
全
庁
的
な
課
題
と
し
て
捉
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
関
係
部
局
と
連
携

し
て
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

４

問問答 答 中
学
校
部
活
動
の
休
日
に

お
け
る
地
域
移
行

学
校
規
模
適
正
化
・
適
正

配
置
に
関
す
る
基
本
方
針

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

法
律
施
行
条
例
制
定
の
件

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

教
育
委
員
会
所
管
施
設
の

光
熱
費
等

委
員
会
か
ら

桜島地域における義務教育学校建設予定地
（南栄リース桜島グラウンド）

県関係国会議員に対する中央要望活動

桜島火山爆発総合防災訓練

クローズ アップ！！！
Ｃｌｏｓｅ Ｕｐ

　特別委員会は、必要な時に特別に設けられる委員会で、令和５年１月末
現在、鹿児島市議会には「桜島爆発対策」、「都市整備対策」、「鹿児島港
本港区のまちづくりに関する調査」の３つが設置されています。そのうち
今回は桜島爆発対策特別委員会の調査活動を紹介します。

　桜島爆発対策特別委員会は、桜島火山の継続的な爆発に伴う降灰対策等
について調査検討を行い、国・県の財政措置を含めた各種施策のより一層
の充実強化を期すため、関係当局への意見反映を図ることを目的として設
置されています。
　令和４年10月12日に、令和５年度
政府予算編成において桜島の継続的
な火山活動に伴う降灰等への対策を
積極的に講じていただくよう、政党
や国会議員に対して、桜島周辺の４
市（鹿児島市・垂水市・霧島市・鹿
屋市）の議会で構成する桜島火山活
動対策議会協議会と一体となって、
中央要望活動を行いました。
　また、例年、桜島火山爆発総合防
災訓練（11月：住民避難訓練、１
月：避難所体験・展示訓練）を視察
していますが、４年度は、11月19日
に、桜島保育園での避難確保計画に
基づく園児の屋内退避の訓練や野尻
川河口での残留者の救出などの視察
を行い、５年１月７日に、甲東中学
校での避難所体験訓練や展示訓練の
視察を行いました。

～桜島爆発対策
　特別委員会の取り組み～
～桜島爆発対策
　特別委員会の取り組み～



　鹿児島市議会では、例年、第３回定例会において前年度の決算議案を審査するため「決算特別委員会」を設置し、閉会中に審査を
行い、第４回定例会において同委員会から審査結果の報告を受け、議決を行っています。（病院・交通・水道・船舶の４つの公営企
業会計関係の決算議案については、所管の常任委員会である「産業観光企業委員会」で審査を行います。）
　令和３年度の一般会計、特別会計および公営企業会計関係の決算議案15件については、４年第４回定例会において、いずれも認
定・可決しました。（各会派等の表決態度、議決結果は６面をご覧ください。）

＜令和３年度決算の閉会中審査の状況＞
　１．決算特別委員会
　　審査期間：令和４年11月４日～16日
　　審査議案：一般会計歳入歳出決算、国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算等　９議案

　２．産業観光企業委員会
　　審査期間：令和４年11月４日～８日
　　審査議案：病院事業特別会計決算、交通事業特別会計決算等 ６議案

市民 1人当たりの使い道は ?
１人当たり約４９万６千円のうち、
福祉の充実に約２４万９千円

一般会計の歳出決算額 2,974 億円の使い道を市民 1人当たりに換算してみました。
 市民 1人当たり
 約 49万 6千円の使い道
○子育て支援や高
　齢者の医療など
　福祉の充実に
約 24万 9千円

○区画整理や道路、
　公園などの整備に
約 4万 3千円

○市債の返済に
約 4万 7千円 ○市の運営などに

約 5万 4千円

○消防・救急に
約 1万円

○商業・観光・農　
　林水産業の振興
　に
約 1万 9千円

○教育の振興に
約 3万 2千円

○環境や衛生の向上に
約 4万 2千円

5

特集 令和３年度決算審査令和３年度決算審査

委員会における審査の一部をご紹介します。委員会における審査の一部をご紹介します。

問　市立小・中学校の不登校児童生徒数はどうなっているか。
答　児童生徒数は、小学校が、令和元年度149人、２年度
165人、３年度302人、中学校が、元年度508人、２年度
532人、３年度852人で、いずれも増加している。
問　３年度は、不登校の児童生徒数が大きく増加しているこ
とから、その要因と、３年度に実施した不登校対策の取り
組みの効果をどのように評価しているか。
答　要因については、コロナ禍の臨時休業や時差登校などに
よる生活環境の変化や学校でのマスク着用、授業形態の変
化などに伴い、学校活動がさまざまな制限を受け、交友関
係を築くことができず、登校意欲が湧きにくい状況があっ
たのではないかと考えている。
　　不登校対策は、初期対応が最も重要であると考えている
ことから、３年度は、早期にスクールカウンセラーやスク
ールソーシャルワーカー等を派遣し、組織として個々の状
況を見極めながら、教育相談の充実等に努めたところであ
り、一部で学校復帰や適応指導教室のフレンドシップに通
うことができたといった効果も見
られたが、全ての事案に十分に対
応できなかった面もあったことか
ら、引き続き、民間のフリースク
ールとの連携や、ＩＣＴを活用し
た多様な学びの推進などに取り組
んでいきたいと考えている。

＜決算特別委員会＞　不登校対策
問　令和３年度の船舶事業特別会計決算の収支状況は。
答　収益面は、近年の桜島・大隅地域の人口減少や東九州自
動車道の延伸等の影響が続いていることに加え、新型コロ
ナウイルス感染症の影響により、輸送量が大幅に減少して
きており、極めて厳しい経営状況が続く中、３年度は２年
度と比較し、旅客、車両ともに輸送量が増加し、運航収益
が増となったものの、国庫補助金や港湾施設修繕等に係る
保険金の受け入れの減により、総収益は、7,433万３千円
減の18億7,332万２千円となった。
　一方、費用面は、Ａ重油価格の上昇に伴い重油費が増加
したものの、運航ダイヤと運航体制の見直しなど経費の節
減に努めたことにより、前年度比1,201万４千円減の25億
7,881万円となり、結果として、７億548万８千円の純損
失となった。

問　３年度の決算状況を踏まえ、今後の船舶事業の経営に対
する考えは。

答　船舶局としては、経営計画の推進を図りながら、安全運
航を基本に、減船を含む効率的な運航体制の見直しや省エ
ネ運航に努めるなど、徹底した
経費節減に取り組むとともに、
アフターコロナを見据え、観光
交流局をはじめ、関係部局等と
連携した増収対策の取り組みを
進めながら、誘客を図る必要が
あると考えている。

＜産業観光企業委員会＞　船舶事業特別会計決算

新南部清掃工場
令和３年度（４年１月）に供用開始
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○賛成　×反対
議案等に対する各会派等の表決態度

請願

▼令和３年度鹿児島市一般会計歳入歳出決算
▼令和３年度鹿児島市中央卸売市場特別会計歳入歳出決算
▼令和３年度鹿児島市介護保険特別会計歳入歳出決算
▼令和３年度鹿児島市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
▼令和３年度鹿児島市病院事業特別会計決算について議会の認定を求める件
▼令和３年度鹿児島市交通事業特別会計決算について議会の認定を求める件
▼令和３年度鹿児島市特別会計歳入歳出決算関係〔５件〕
　・土地区画整理事業清算特別会計　　・地域下水道事業特別会計
　・桜島観光施設特別会計　　　　　　・国民健康保険事業特別会計
　・母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計
▼令和３年度鹿児島市船舶事業特別会計決算について議会の認定を求める件
▼令和３年度鹿児島市水道事業剰余金処分についての議会の議決及び
　令和３年度鹿児島市水道事業特別会計決算についての議会の認定を求める件
▼令和３年度鹿児島市工業用水道事業剰余金処分についての議会の議決及び
　令和３年度鹿児島市工業用水道事業特別会計決算についての議会の認定を求める件
▼令和３年度鹿児島市公共下水道事業剰余金処分についての議会の議決及び
　令和３年度鹿児島市公共下水道事業特別会計決算についての議会の認定を求める件
▼鹿児島市個人情報の保護に関する法律施行条例制定の件
▼特別職の職員の給与に関する条例等一部改正の件
▼令和４年度鹿児島市一般会計補正予算（第８号）
▼令和４年度鹿児島市企業会計補正予算関係〔３件〕
　・交通事業特別会計（第３号）　　・水道事業特別会計（第２号）
　・船舶事業特別会計（第３号）
▼公の施設の指定管理者の指定に関する件〔７件　東部親子つどいの広場など15施設〕
▼工事請負契約締結の件〔八幡小学校校舎新築その他本体工事〕
▼鹿児島市印鑑条例一部改正の件
▼鹿児島市公民館条例及び鹿児島アリーナ条例一部改正の件
▼鹿児島市中央卸売市場業務条例一部改正の件
▼鹿児島市観光農業公園条例一部改正の件
▼鹿児島市スポーツ施設条例一部改正の件
▼鹿児島市水道事業、工業用水道事業及び公共下水道事業の設置等に関する条例一部改正の件
▼鹿児島市風致地区内における建築等の規制に関する条例一部改正の件
▼鹿児島市手数料条例一部改正の件
▼鹿児島市営住宅条例一部改正の件
▼地方公務員法の一部を改正する法律の施行等に伴う関係条例の整備に関する条例制定の件
▼職員の給与に関する条例等一部改正の件
▼鹿児島市議会議員及び鹿児島市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例一部改正の
件

▼令和４年度鹿児島市中央卸売市場特別会計補正予算（第２号）
▼令和４年度鹿児島市病院事業特別会計補正予算（第１号）
▼令和４年度鹿児島市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）
▼令和４年度鹿児島市一般会計補正予算（第９号）
▼日本政府に核兵器禁止条約の署名・批准を求める意見書提出について

認定

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ × × ○ ○

○ ○ ○ ○ × ○ × ○

○ ○ ○ ○ × × × ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可決

○ ○ ○ ○ × × × ○

○ ○ ○ ○ × ○ × ○

可決
及び
認定

× ○ × × ○ ○ ○ × 不採択


